
JA全農えひめ情報

2015・July

2015年７月1日発行（毎月1回1日発行）No.967号

■特集〈竹村副本部長インタビュー〉

地域の元気づくりとくらしへの貢献、事業機能強化めざす！
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全
国
新
酒
鑑
評
会
最
高
位
の
金
賞
を
通
算
31
回
受
賞
の
銘
酒

「
梅
錦
」
の
名
の
由
来
は
、
蔵
の
あ
る
金
川
地
区
が
か
つ
て
は

見
事
な
梅
園
で
あ
り
、
そ
の
美
し
い
花
と
芳
香
を
表
し
た
も
の

で
す
。

　
梅
錦
山
川
の
原
点
で
あ
り
、
目
指
す
の
は
「
う
ま
い
酒
」
で

す
。
万
人
に
愛
さ
れ
る
平
均
化
さ
れ
た
旨
い
酒
で
な
く
、一
人
、

一
人
を
お
い
し
い
と
唸
ら
せ
る
個
性
を
も
つ
酒
。
そ
れ
が
翻
っ

て
多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い
く
と
い
う
思
い
で
す
。
品
質
向

上
へ
と
、
杜
氏
の
技
が
発
揮
さ
れ
る
環
境
を
第
一
に
考
え
た
施

設
の
近
代
化
を
進
め
、
効
率
的
且
つ
、
匠
の
感
性
な
く
し
て
は

造
れ
な
い
繊
細
な
手
仕
事
の
融
合
で
、
伝
統
を
礎
に
新
し
い
提

案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
先
代
が
苦
労
し
て
入
手
し
た
兵
庫
県
産
山
田
錦
に
始

ま
る
米
へ
の
こ
だ
わ
り
は
格
別
で
す
。社
長
の
山
川
さ
ん
は「
酒

造
り
は
米
作
り
。
酒
造
好
適
米
の
栽
培
は
手
間
が
か
か
り
、
技

術
を
要
し
ま
す
。
10
年
20
年
後
は
好
適
米
が
足
り
ず
、
県
外
出

荷
が
叶
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
地
元
で
確
保
す
べ
き
好

適
米
と
し
て
登
場
し
た
待
望
の
し
ず
く
媛
。
そ
の
特
性
が
生
き

る
し
ず
く
媛
ら
し
い
酒
を
極
め
る
に
は
年
数
が
か
か
り
、
そ
の

方
向
性
は
ま
だ
ま
だ
未
知
数
で
す
。
生
産
者
の
方
に
は
、
い
い

意
味
で
“
商
売
人
的
感
覚
”
を
持
ち
、
共
に
前
進
し
て
い
き
た

い
」
と
先
を
見
据
え
、
語
ら
れ
ま
す
。
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▼

明
治
期
の
木
造
2
階
建
て
の
重
厚
な
造
り
の
主
屋
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

梅

　錦

１
▲松山三井を使用した「媛の愛 幻味」（左）、しずく

媛を使った統一銘柄酒「しずく媛」（中）、同じし
ずく媛を使用するがタイプの違う味わいの「今度
一緒に飲みましょう」（右）。飲み比べも面白い
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 山田　ひろみさん
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NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉インゲン

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　梅雨明けのさわやかな日は家中の衣
服、書籍、タンスの引き出しも開放して
風を入れ、カビ・害虫をシャットアウト
し、スッキリと。一段落したお父さんは
畳にゴロリと、うたた寝中。子供も真似
してスヤスヤと。「ご飯ですよ～！！」。
　庭では梅の土用干し、田では田の土用
干し、そして今日のお昼はウナギのかば
焼き…土用の丑の日もお忘れなく！

●表紙：土用の虫干し
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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編
集
部　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
・
愛
媛
農
業

を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、
26
年
度
を

振
り
返
っ
て
ど
う
み
て
い
ま
す
か
？

竹
村　

26
年
度
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
消
費
面
で
の
影
響
、
円
安
基
調

の
も
と
で
の
諸
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま

り
、
米
の
大
幅
な
需
給
緩
和
に
起
因
す
る

米
価
の
下
落
、
天
候
不
順
に
よ
る
農
産
物

の
数
量
減
と
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
と
て

も
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
平
成
27
年
度
事
業
計
画
は
、
中
期
３
か
年
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、
元
気
な
産
地
づ
く
り
と
地
域

の
く
ら
し
へ
の
貢
献
な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
管
理
部
・
生
活
部
担
当
の
竹
村
靖
副
本
部
長
に
、
生
活
関
連
事
業
お
よ
び
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
27

年
度
の
取
り
組
み
と
方
向
等
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

３
か
年
計
画
仕
上
げ
の
年

事
業
目
標
の
達
成
に
取
り
組
む

ＪＡ全農えひめ　副本部長

竹
たけ

村
むら

　　靖
やすし

特

集

◆特集：竹村副本部長インタビュー

地
域
の
元
気
づ
く
り
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
、

事
業
機
能
強
化
め
ざ
す
！
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ら
し
の
安
全
・
安
心
と
健
康
へ
の
貢
献
」

「
快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
支
援
」

「
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
社
会
的
使
命
・

役
割
の
発
揮
」
と
い
う
４
つ
の
重
点
目
標

を
柱
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

編
集
部　

ま
ず
、「
県
内
産
・
国
産
農
畜

産
物
の
販
売
拡
大
」
に
つ
い
て
具
体
的
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹
村　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
農
畜
産
物

消
費
拡
大
運
動
と
し
て
「
ジ
ュ
ー
ス
・
お

茶
愛
用
運
動
」
は
、
良
質
で
安
心
な
県
産

品
を
愛
用
し
て
い
た
だ
き
地
域
農
業
の
振

興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。
毎
年
、

県
下
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
着
実
に
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
26
年
度

は
、
目
標
を
上
回
る
38
万
９
千
ケ
ー
ス
の

実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
全
体

目
標
を
35
万
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
産
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
全
農
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
取
扱
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。
26
年
度

は
、
県
下
全
Ｊ
Ａ
、
の
べ
40
会
場
で
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
研
修
会
・
見
本
市
を
開

催
し
、
女
性
部
員
を
中
心
に
約
２
、

３
０
０
人
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て

マ
ー
ク
品
を
中
心
に
普
及
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

編
集
部　

ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
事

せ
る
よ
う
、
営
農
経
済
事
業
を
担
う
連
合

会
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
、
産

地
基
盤
の
維
持
拡
大
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　　　　
編
集
部　

次
に
、
担
当
し
て
い
る
生
活
関

連
事
業
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

竹
村　

現
在
、農
協
法
の
改
正
と
と
も
に
、

そ
の
一
方
で
我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
自

己
改
革
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
生

活
関
連
で
は
特
に
「
地
域
の
活
性
化
」
の

実
現
に
関
し
て
、
超
高
齢
化
社
会
や
過
疎

化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
組
合
員
が
「
地

域
で
安
心
し
て
快
適
に
生
活
す
る
」
た
め

に
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
地
域
の
く
ら

し
支
援
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
の
生
活
事
業
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
中
期
３
か
年

計
画
と
27
年
度
事
業
計
画
で
掲
げ
た
、「
生

活
関
連
事
業
を
通
じ
た
地
域
の
元
気
づ
く

り
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
」
に
向
け
て
、「
県

内
産
・
国
産
農
畜
産
物
の
販
売
拡
大
」「
く

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、「
元
気
な
産

地
づ
く
り
と
地
域
の
暮
ら
し
へ
の
貢
献
」

を
掲
げ
て
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事

業
」
を
核
に
食
糧
部
・
営
農
販
売
部
・
生

産
資
材
部
・
畜
産
部
・
生
活
部
が
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
が
、
26
年
度
の
総
供
給
販

売
高
は
、
９
４
９
億
円
、
計
画
比
で
94
％

と
い
う
結
果
で
し
た
。

編
集
部　

計
画
を
下
回
っ
た
要
因
は
？

竹
村　

米
価
の
下
落
、
天
候
不
順
に
よ
る

青
果
物
の
出
荷
数
量
の
減
少
と
そ
れ
に
伴

う
段
ボ
ー
ル
の
取
扱
数
量
減
、
生
産
資
材

で
は
消
費
税
増
税
の
反
動
、
生
活
部
は
家

電
製
品
な
ど
の
生
活
用
品
や
メ
モ
リ
ア
ル

関
連
品
の
販
売
不
振
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
取

扱
高
が
減
少
し
ま
し
た
。
畜
産
部
は
、
豚

肉
の
販
売
数
量
増
・
相
場
高
に
よ
り
取
扱

高
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
他
部
門
で
計
画

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
部　

27
年
度
に
つ
い
て
は
？

竹
村　

６
月
末
段
階
の
総
供
給
販
売
高

は
、
畜
産
部
の
相
場
高
に
よ
り
、
計
画
比

１
０
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
は
中
期
３
か
年
の
最
終
年
で
あ

り
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
し
て
推
し
進
め

て
い
る
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」

の
総
仕
上
げ
の
年
と
位
置
付
け
て
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
中
で
求
め
ら
れ
て

い
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生

産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ

の
事
業
目
標
に
対
し
き
ち
ん
と
成
果
が
出

生
活
関
連
事
業
を
通
じ
て

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
等

く
ら
し
支
援
の
役
割
発
揮
を
！
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業
展
開
の
状
況
は
？

竹
村　

地
域
組
合
員
か
ら
ネ
ッ
ト
注
文
を

受
け
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
生
活
担
当
者
を
中
心

に
個
配
シ
ス
テ
ム
の
研
修
会
を
開
催
し
、

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
の
個
配
会
員

獲
得
と
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

在
12
Ｊ
Ａ
で
会
員
数
拡
大
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
は

大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
と
の
提
携

も
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
「
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
直
販
シ
ョ
ッ
プ
」
の
県
内
農
畜
産
物

を
中
心
と
し
た
ア
イ
テ
ム
数
の
拡
大
・
充

実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

編
集
部　
「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
と
健

康
へ
の
貢
献
」
の
取
り
組
み
は
？

竹
村　

葬
祭
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
葬
祭

協
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
各
種
研
修
会
・
講

習
会
を
開
催
し
Ｊ
Ａ
担
当
者
の
資
質
向
上

と
と
も
に
、
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
事
業
に
つ

い
て
仕
入
機
能
・
事
業
競
争
力
の
強
化
を

目
的
に
共
同
仕
入
活
動
を
実
践
し
、
会
員

Ｊ
Ａ
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
、
顧
客
に
安
心
・
安
全
を

提
供
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
研
修
会
な

ど
を
通
じ
た
保
安
教
育
の
徹
底
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
監
視
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
顧
客
の

保
安
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

編
集
部　
「
快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生

組
み
状
況
を
お
願
い
し
ま
す
。 

竹
村　
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
で
は
、
農
家
組
合

員
の
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
営
農
と
生

活
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
平
成
24

年
度
に
生
産
資
材
に
加
え
生
活
購
買
品
、

生
産
物
の
集
荷
な
ど
を
対
象
と
し
た
総
合

物
流
の
整
備
指
針
を
策
定
し
、
25
年
度
か

ら
「
営
農
と
生
活
を
守
る
総
合
物
流
」
と

し
て
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
Ｊ
Ａ
の
拠
点
配
送
に
加
え
、

東
予
３
Ｊ
Ａ
、
南
予
３
Ｊ
Ａ
で
農
家
組
合

員
へ
の
肥
料
・
農
薬
を
中
心
と
し
た
戸
配

送
を
実
施
中
で
す
。
東
予
地
区
で
は
、
さ

ら
に
米
の
庭
先
集
荷
、
生
活
購
買
品
の
戸

配
送
も
行
い
、
生
産
資
材
以
外
の
品
目
に

つ
い
て
も
拡
大
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
機
能
や
品
目
の
拡
大
は
徐
々
に

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
配
送
の
効
率
化

や
合
理
化
、
品
目
拡
大
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
ご
と
に
抱
え
る
課
題
も
異
な
る
中
で
、

今
後
は
Ｊ
Ａ
ご
と
に
対
応
案
を
提
案
し
て

モ
デ
ル
と
な
る
Ｊ
Ａ
を
作
り
、
こ
れ
を
水

平
展
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

む
の
で
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
の
生

活
購
買
品
の
戸
配
送
の
体
制
整
備
が
必
要

で
す
。

　

農
産
物
の
集
荷
で
は
、
米
の
庭
先
集
荷

だ
け
で
な
く
、
青
果
物
の
広
域
集
出
荷
体

制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
青
果

物
の
庭
先
集
荷
も
今
後
重
要
に
な
っ
て
く

活
支
援
」
で
は
？

竹
村　

話
題
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
熱
温
水
器
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
等
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
商
品
の
事
業
推
進
を
通
じ

て
、
地
球
の
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
26
年

度
に
４
４
８
kw
の
産
業
用
大
型
物
件
を
設

置
し
、
事
業
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
社
会
的
使

命
・
役
割
の
発
揮
」
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
や
買
物
弱
者
対
応
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
支
所

購
買
店
舗
の
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
化
や
移
動
購
買

車
導
入
の
提
案
を
実
施
し
て
お
り
、
26
年

度
は
新
た
に
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
を
２
店
舗
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

石
油
事
業
で
は
、 

修
正
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
実
践
に
よ
る
事
業
基
盤
の
再
構
築
や

「
お
客
様
目
線
」
に
重
点
を
置
い
た
Ｓ
Ｓ

運
営
の
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。
30
年
以

上
経
過
し
た
Ｓ
Ｓ
は
漏
洩
リ
ス
ク
も
高
ま

る
た
め
、
廃
止
・
改
修
、
移
設
な
ど
再
構

築
に
向
け
た
協
議
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
網
維
持
と
拠
点

整
備
の
た
め
、
セ
ル
フ
化
の
提
案
・
協
議

を
進
め
て
お
り
、
１
Ｓ
Ｓ
の
統
廃
合
に
よ

る
セ
ル
フ
化
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

　　　　
編
集
部　

次
に
、
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
の
取
り

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

Ｊ
Ａ
総
合
物
流
を
進
め

営
農
と
生
活
基
盤
を
維
持

特

集
◆特集：竹村副本部長インタビュー
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る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

拡
大
と
あ
わ
せ
、
効
率
化
・
合
理
化
を
行

い
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
的
な
物
流
コ
ス
ト
の

低
減
に
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
に

あ
る
「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
の
一

翼
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　
編
集
部　

管
理
部
の
取
り
組
み
は
？

竹
村　

管
理
部
業
務
に
つ
い
て
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
も
含
め
、
特
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
、
事
業
計
画
の
達
成

に
向
け
た
進
捗
管
理
、
営
業
力
・
企
画
力

向
上
の
た
め
の
人
材
育
成
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

　
編
集
部　

最
後
に
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
村　

現
在
、農
協
法
改
正
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
自
己
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
、
Ｊ

Ａ
全
国
大
会
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
が
開
催

さ
れ
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
進
む
べ

き
道
筋
が
方
向
付
け
さ
れ
る
年
で
す
。

　

特
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
中

で
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
成
し
遂

げ
る
た
め
に
、
各
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
そ

の
地
域
実
態
に
応
じ
た
「
営
農
・
経
済
改

革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
改
革
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
各
連
合
会
や

グ
ル
ー
プ
会
社
と
連
携
し
、
生
産
、
流
通
・

販
売
、
購
買
面
で
そ
の
改
革
を
し
っ
か
り

支
援
・
補
完
し
、
改
革
の
成
果
が
生
産
者
、

担
い
手
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
目
に
見
え
る

形
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
の
事
業
へ
の
理
解
向
上
に
向
け
た
広
報

活
動
の
積
極
的
な
展
開
が
柱
と
な
り
ま

す
。
管
理
部
門
が
事
業
部
門
や
グ
ル
ー
プ

会
社
と
一
体
と
な
り
、
愛
媛
農
業
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
営
農
と
く
ら
し
を
支
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

編
集
部　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
動
向
に
つ
い

て
は
？

竹
村　

グ
ル
ー
プ
会
社
７
社
の
26
年
度
売

上
高
合
計
は
、計
画
５
２
２
億
円
に
対
し
、

計
画
比
96
％
で
し
た
が
、
全
社
黒
字
決
算

で
、
７
社
計
で
は
計
画
以
上
の
実
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
と
し

て
、
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
の
期
待
に

応
え
る
よ
う
、
健
全
経
営
を
確
立
し
、
生

産
・
加
工
・
販
売
・
購
買
・
物
流
の
各
分

野
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
事
業
機
能
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
最
大
の
会
社
で
あ
る
㈱
え
ひ
め
飲

料
は
財
務
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
経
営
改

善
を
進
め
て
い
ま
す
。
ポ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

活
性
化
に
よ
る
シ
ェ
ア
の
維
持
・
拡
大
、

Ｏ
Ｅ
Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
と
の
関
係
強

化
に
よ
る
受
注
の
確
保
、
茨
城
工
場
ア
セ

プ
ペ
ッ
ト
炭
酸
兼
用
ラ
イ
ン
の
安
定
稼
働

な
ど
に
よ
り
、
経
営
改
善
目
標
の
早
期
達

成
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　　　

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

改
革
を
実
践
し
、
成
果
の

「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
み
ま
す

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
で

期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
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『
J
A
ホ
ー
ム
』
で
は
、

社
会
的
に
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
が
進
む
中
で
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、「
は
じ

め
ま
せ
ん
か
？
省
エ
ネ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ

フ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
平
成
27

年
12
月
30
日
ま
で
、「
J
A
ホ
ー
ム
オ
リ

ジ
ナ
ル
企
画
型
住
宅
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
企
画
型

オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
A
g
e
（
エ
イ
ジ
）」

ま
た
は
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
を
ご
成
約

い
た
だ
い
た
方
に
、
光
熱
費
が
お
得
で
地

球
環
境
に
も
や
さ
し
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
４
６
０
ℓ
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、「
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

付
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
」を
標
準
装
備（
シ

ン
プ
ル
タ
イ
プ
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
）。
オ
プ

シ
ョ
ン
工
事
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
も
装
備
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
内
J
A
・
J
A
全
農
え
ひ

め
で
は
、
テ
レ
ビ
C
M
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
や
広
報
誌
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ

て
P
R
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
契
約
条
件
】

①　

施
工
坪
30
坪
以
上
。

②�　

県
内
で
建
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
物

件
、も
し
く
は
土
地
を
取
得
予
定
の
方
。

③�　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
契
約
で
、

原
則
と
し
て
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に

着
工
で
き
る
物
件
。

④�　

J
A
全
農
え
ひ
め
の
住
宅
取
扱
要
領

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
も
展
開
中

　
『
J
A
ホ
ー
ム
』
で
は
、
同
時
に
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
」
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
住
ま
い
の
中
で
傷
み
や
す
い
バ
ス
・

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
外
壁
や

屋
根
の
塗
装
な
ど
、
住
ま
い
の
お
悩
み
を

解
決
し
な
が
ら
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
最
適

な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
お
手
ご
ろ
価
格
で

快
適
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

新
築
・
増
改
築
な
ど
住
ま
い
に
関
す

る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り

の
J
A
住
宅
担
当
窓
口
、
ま
た
は
J
A

全
農
え
ひ
め
施
設
農
住
課
（
☎
０
８
９

（
９
４
８
）
５
４
７
３
）
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施　設
農住課

Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
型
住
宅

エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
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　ＪＡ全農えひめと道後温泉の旅館７館、ＪＡ
グループの㈱農協観光愛媛支店がタイアップし
て、伊予牛『絹の味』の消費拡大と道後温泉の
宿泊客・観光客の拡大をめざし、７月１日㈬か
ら９月30日㈬まで、「道後温泉で伊予牛『絹の味』
食す。」キャンペーンを実施中です。
　このキャンペーンは、“愛媛県＝道後温泉＝
伊予牛『絹の味』”をより多くの皆さんにPRす
るとともに、美味しい伊予牛『絹の味』黒毛和
牛で暑い夏を乗り切っていただこうという企画
です。平成24年度から実施しており、今回で４
回目となりました。
　今回は、全７旅館の料理に伊予牛『絹の味』
黒毛和牛を使用。牛肉の消費が減少傾向の中で、
旅館の協力を得て、サシが入って柔らかく、芳
醇な味が持ち味の伊予牛「絹の味」黒毛和牛の
消費拡大・PRに努めます。
　先着１,000名様限定（ご利用は２名以上）の
企画で、３,240円～６,480円（税込）、夕食が５,400
円～７,020円（税込）という旅館ごとに設定し
た料金プランから、予算等に応じてお好みの旅
館を選ぶことができます（要予約）。各旅館では、
サービスとして柑橘王国愛媛の「柑橘デザート」
を提供します。もちろん、旅館内では入浴も楽
しめます。なお、飲み物代・宿泊費及び入湯税
150円が別途必要です。

　ＪＡ全農えひめのグループ会社は、このほど株主総会・取締役会を開き、新役員体制を決めました。
トップ人事では、ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱が大津満代表取締役社長、㈱えひめフーズは森實光
夫代表取締役社長がそれぞれ就任しました。
　グループ各社の新常勤役員（常務以上）は次の通りです。※カッコ内は前職。

◆ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱（６月18日付）
　▽代表取締役社長（参与）大津満
　【退任】幸地愼一（代表取締役社長）
◆㈱えひめフーズ（６月18日付）
　▽代表取締役社長（㈱えひめ飲料常務取締役）森實光夫
　【退任】長尾博文（代表取締役社長）
◆㈱えひめ飲料（６月18日付）
　▽代表取締役専務（専務取締役）濱本泰久
　▽取締役（常務取締役）森實光夫
◆ＪＡえひめエネルギー㈱（６月17日付）
　▽常務取締役（参与）宮田研二
　【退任】佐伯和俊（専務取締役）

　詳しくは、㈱農協観光愛媛支店まで。ＪＡ全
農えひめと伊予牛「絹の味」のホームページで
もキャンペーンを紹介中です。２名様以上のお
申し込みから受け付けます。
■参画旅館（７館）
　�ホテル葛城、花ゆづき、道後グランドホテル、
ホテル古湧園、道後プリンスホテル、ホテル
椿館本館、宝荘ホテル
■問い合わせ・予約申し込み
　㈱農協観光愛媛支店（℡089−948−5381）

「道後温泉で伊予牛『絹の味』食す。」キャンペーン！
〜９月30日まで道後温泉の旅館７館で実施中〜

グループ会社役員人事（常務以上）について
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タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
サ
イ
ン
は
、
必

ず
身
体
に
信
号
が
走
る
。
30
代
40
代
、
仕
事

に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
、
自お

の

ず
と
外
に
出
る

の
が
億
劫
に
な
る
。
作
品
づ
く
り
は
自
分
の

中
で
完
結
す
る
も
の
だ
か
ら
、
私
的
に
は
そ

れ
で
良
し
と
し
、
そ
れ
な
り
に
事
足
り
て
い

た
。
初
対
面
の
人
と
何
を
話
せ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、
上
手
く
会
話
が
続
か
な
い
の
も

理
由
の
一
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
人
と

接
す
る
事
に
消
極
的
だ
っ
た
あ
の
頃
。
何
と

も
初
々
し
い
。
今
で
は
余
計
な
こ
と
ま
で
口

走
る
始
末
。
歳
を
重
ね
る
と
は
、
こ
う
い
う

事
か
と
反
省
す
る
。
よ
う
や
く
周
り
が
見
え

て
く
る
と
、
気
に
な
る
事
、
感
じ
る
事
が
増

え
て
く
る
。
元
気
が
な
く
な
っ
た
砥
部
焼
業

界
、
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
。
い

い
形
で
次
の
世
代
に
繫
げ
な
い
と
、
砥
部
焼

の
将
来
に
不
安
が
残
る
。
こ
れ
は
今
を
生
き

て
い
る
私
達
の
仕
事
だ
と
思
っ
た
。
何
と
か

現
状
を
打
破
す
る
術
は
な
い
か
と
、
モ
ヤ
モ

ヤ
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
、
何
か
行
動
を
起

こ
せ
と
私
の
内
側
か
ら
指
令
が
出
る
。

　

私
は
５
～
６
年
前
か
ら
年
に
数
回
、
窯
元

の
奥
さ
ん
の
女
子
会（
？
）に
お
邪
魔
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
同
じ
仕
事
柄
、
気
を
遣
う

面
も
あ
る
が
、
会
を
重
ね
る
度
に
気
心
も
知

れ
、
気
兼
ね
な
い
楽
し
い
会
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
に
私
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
ぶ
つ
け
て
み

た
。「
ネ
ェ
、
女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
砥
部
焼
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
な
？
」
一
瞬

み
ん
な
黙
っ
て
し
ま
う
。（
ま
ず
い
）
…
「
そ

れ
い
い
ね
、
私
や
り
た
い
」
と
誰
か
が
言
っ

た
。「
そ
う
よ
ね
、
女
性
目
線
っ
て
大
事
よ

ね
」、「
女
性
は
し
な
や
か
な
対
応
が
で
き
る

し
」。
い
い
反
応
が
返
っ
て
き
た
。
段
々
と

み
ん
な
が
女
性
の
力
で
産
地
を
応
援
し
た
い

と
乗
っ
て
き
て
く
れ
た
。
よ
か
っ
た
～
。

き
っ
と
み
ん
な
に
も
同
じ
思
い
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
話
は
早
い
。
女
性

で
も
何
か
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
気
合
が

入
っ
て
く
る
。

　

も
と
も
と
砥
部
焼
は
男
性
社
会
。
全
て
の

話
し
合
い
は
男
衆
が
決
め
て
い
く
。
良
い
面

も
勿
論
あ
る
が
、“
？
”
と
思
う
事
も
あ
る
。

も
っ
と
女
性
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ
た
ら
い

い
の
に
!　

こ
う
な
っ
た
ら
、
勝
手
に
グ
ル
ー

砥部焼作家・砥部焼伝統工芸士。
昭和32年佐賀県大町町生まれ。九州造形短大デザイン科卒業
後、デザイン事務所（佐賀市）入社。昭和56年きよし窯・山田
公夫さんとの結婚を機に、きよし窯で活動、染付の仕事に入る。
平成４年一級技能士認定、技能士検定県知事賞受賞。平成９年
国の伝統工芸士（加飾部門）認定。平成15年タオル美術館（今
治市）にてHIROMI YAMADAブランドのデザインタオル発表。
平成17年砥部焼伝統産業会館にて初個展・陶雛ヒナマツリ「ひ
いなさま」開催。平成20年愛媛県美術会員、砥部町シンボルタ
ワー「愛伊砥（えいと）くん」のデザインに携わる。平成21年、
全国展開のベーカリーショップ・リトルマーメイドのオリジナ
ルカップをデザイン。平成22年いよてつ髙島屋にて個展「陶
雛ひなまつり」、平成23年タオル美術館ICHIHIROにて「山田
ひろみ常設展」開催。平成24年砥部町文化功労賞受賞、平成
26年砥部町無形文化財（加飾技術）認定。平成25年より女性
作家（７人）グループ「とべりて」代表として、女性目線での
砥部焼PR活動を展開中。
受賞歴は、愛媛の陶芸展 最優秀賞、一水会 奨励賞、県展 特選
４回、愛媛物産展 最優秀賞、砥部焼祭り新作展 大賞、他多数
受賞。
◆砥部焼窯元きよし窯
伊予郡砥部町五本松364　TEL 089-962-2168
https://www.facebook.com/kiyoshigama

HIROMI YAMADA山田ひろみ

「
と
べ
り
て
」
と
い
う
風

い
き
お
い
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プ
を
作
っ
て
行
動
す
る
方
が
得
策
だ
と
思
っ

た
。（
こ
こ
が
女
性
ら
し
い
発
想
）。
焼
物
を

買
う
の
は
女
性
が
殆
ど
、
そ
こ
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
同
性
の

私
達
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
、
お
客
様
の
意

見
を
聞
い
た
り
、
丁
寧
な
対
応
、
分
か
り
や

す
い
説
明
等
も
女
性
が
優
れ
て
い
る
。
や
は

り
女
性
が
前
に
出
る
方
が
Ｐ
Ｒ
も
効
果
的
だ
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
女
性
作
家
グ
ル
ー

プ
。「
と
べ
り
て
」
は
砥4

部4

焼
の
作
り
手

4

4

か

ら
取
っ
た
お
気
に
入
り
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
ま

ず
、
何
か
ら
始
め
る
か
今
後
の
方
針
を
決
め

て
い
く
。
し
か
し
こ
れ
が
な
か
な
か
、
や
り

た
い
事
も
違
っ
た
り
、
意
見
も
多
種
多
様
。

方
向
性
も
見
え
ず
、
ま
と
ま
ら
な
い
。
10
人

い
た
メ
ン
バ
ー
も
諸
事
情
で
１
人
、
２
人
と

抜
け
て
い
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
に
一
抹
の
不
安

が
過よ

ぎ
る
。（
ど
う
し
よ
う
）。
そ
れ
で
も
み

ん
な
で
気
持
ち
を
立
て
直
し
、
な
ん
と
か
乗

り
切
り
前
を
向
き
直
す
。

　

そ
こ
に
、
思
い
も
寄
ら
な
い
助
っ
人
が
現

れ
、
い
い
風
が
吹
い
て
き
た
。
詳
細
は
次
号

と
し
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
「
伊
予
灘
も
の

が
た
り
」
で
使
う
食
器
の
依
頼
だ
っ
た
り
、

中
村
県
知
事
と
の
出
逢
い
だ
。
そ
ん
な
風
が

次
々
と
吹
い
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
事
を
巻
き

起
こ
し
、「
と
べ
り
て
」
の
活
動
に
賛
同
し
、

女
性
が
頑
張
っ
て
い
る
、
珍
し
い
、
と
応
援

し
、私
達
を
高
み
へ
と
押
し
上
げ
て
く
れ
た
。

多
方
面
の
方
々
の
お
蔭
で
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ

ン
ス
を
頂
き
、
至
る
所
で
砥
部
焼
の
Ｐ
Ｒ
を

さ
せ
て
も
ら
え
た
。「
何
か
グ
イ
グ
イ
背
中

押
さ
れ
て
る
感
じ
～
」。
全
員
が
こ
の
状
況

に
戸
惑
っ
て
い
た
が
、
不
思
議
な
程
、
順
調

に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
分
、
非
常
に
忙
し

さ
も
増
し
、
仕
事
と
の
両
立
が
大
変
に
な
っ

た
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
人
も
、
１
人
で
窯

を
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
時
間
の
や
り
繰

り
に
追
わ
れ
、
生
半
可
な
気
持
ち
で
は
で
き

な
い
所
ま
で
「
と
べ
り
て
」
の
活
動
は
来
て

い
た
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
は
真
剣
に
「
と
べ

り
て
」
と
向
き
合
い
、
本
気
で
ぶ
つ
か
っ
て

い
る
。
そ
う
出
来
る
の
も
家
族
の
理
解
あ
っ

て
の
事
と
感
謝
し
て
い
た
。

　

思
い
が
１
つ
の
方
向
を
向
く
と
凄
い
パ

ワ
ー
を
生
む
。
そ
の
パ
ワ
ー
は
風
と
な
り
、

今
度
は
自
ら
の
力
で
い
ろ
ん
な
事
を
巻
き
起

こ
し
た
。
そ
し
て
一
層
強
く
て
固
い
絆
と

な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

精
一
杯
走
っ
て
い
る
「
と
べ
り
て
」。
ど

こ
か
で
私
達
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て
下

さ
い
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲プロのカメラマンに撮ってもらうのはすごく緊張！！　こんなポーズも初挑戦

▲「とべりて」メンバー。この日はみんな、
おめかしして♪
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●愛媛県果樹同志会　第２回総会

新会長に松浦喜孝さん～新役員体制決める
　愛媛県果樹同志会は、５月18日、松山市のＪ
Ａ愛媛別館で第２回総会を開き、会長に松浦喜
孝さん（西宇和青壮年同志会・新任）を選任し
ました。松浦会長は、「会長になり身の引き締
まる思いです。新役員とともに、人のつながり
を大事に、会員・ＪＡ・ＪＡ全農えひめ・県・
関係団体が一体となって『チーム愛媛』として
周年供給体制に取り組むことで、柑橘日本一の
座を確固たるものにしていきたい」と力強くあ
いさつしました。
　県果樹同志会は、高齢化や後継者不足による
会員の減少が進む中で、組織活動の維持・活性
化を図ろうと、昨年５月、男女の同志会組織を
合併して発足。県内７地区の同志会と４地区の
女性組織で構成されています。
　平成27年度事業計画では、温州みかんの隔年
結果是正対策と中晩柑類・落葉果樹類も含め高
品質安定生産対策を最重点課題に、生産対策や
生産基盤の整備と経営改善、農政活動や消費者
交流活動、教育情報活動などに取り組むことを
決めました。
　また、「ＪＡグループの自己改革及びTPP交
渉に関する特別決議」を全会一致で採択。農協
改革が真に「農業所得の増大、地域の活性化」
に結び付くようＪＡグループの自己改革に組織
の総力をあげて取り組むとともに、TPP交渉で

は国会決議の実現に向け運動展開することを確
認しました。
　平成27年度のその他の主な役員は次のとおり
（敬称略・カッコ内は所属同志会）。
▽副会長＝能田英文（えひめ中央果樹研究同志
会・新）、武内千恵（南予女性果樹同志会・新）、
二宮保美（西宇和女性果樹同志会・新）▽監事
＝牛川慎吾（南予果樹研究同志会・新）、石橋
仁志（えひめ中央果樹研究同志会・新）、井上
久美（西宇和女性果樹同志会・再）、岡田孝子（南
予女性果樹同志会・新）

●平成26年産愛媛県柑橘類販売反省会

市場要望等を踏まえ今後の販売対策を協議
　ＪＡ全農えひめ果実課は、5月15日、松山市
のＪＡ愛媛別館で、27年産の販売に向け、「平
成26年産愛媛県柑橘類販売反省会」を開きまし
た。ＪＡの販売担当部課長、京浜・関東と関西
地区の市場で組織しているマル媛会の会長が出
席。26年産の販売総括を踏まえて出された市場
からの要望等を中心に協議・検討しました。
　温州みかんは、極早生みかんの食味不足と下
位等級品比率が高いこと、出荷の集中もあり販
売環境が悪化し市場流通在庫が日々増大。10月
30日と31日分の販売停止など緊急出荷調整対応
を行ったものの、11月に入り早生みかんの販売
は、極早生みかんの残品が多く、早生みかんの
品質内容や下位等級品比率の高さ、傷み果の発
生、極早生みかんの食味の悪さなどから来る温
州みかんのイメージの悪さなどもあり、荷動き
は日増しに厳しさを増しました。11月下旬には、
愛媛県独自の緊急出荷調整を実施しましたが、
12月に入っても荷動きは低調なまま推移。12月
中旬以降は、天候不順による量的な少なさによ
り市場残価量も減少し販売価格も底上げし、年
明け以降は市場入荷量が少ない中で引き合いが
強い状況でした。26年産は、日照不足等による
品質への影響、寒波・降雪の影響による出荷量
の大幅な減少、全国規模での極早生対策など生
産販売面で課題が残りました。
　伊予柑など中晩柑類は、温州みかんの市場在
庫が少ないことや輸入果実が少ない中で売り場
確保ができたこと、食味面などから全般的に価

格は前年を上回って推移しました。
　愛媛オリジナル品種の「紅まどんな」は、贈
答用需要が高く順調な販売であったものの、厳
選出荷・出荷基準の遵守、下等級品の販売方法
の検討、「甘平」は、バラつきも少なく食味良
好で、後半は末端でのリピーターは増加傾向。
今後、規格の統一、5㎏バラ出荷を増やすこと
や宣伝活動の強化が必要となっています。
　市場からは、極早生みかんの品種更新、出荷
面では食味の重要性が高い中で選別強化により
内容・外観共に信頼される産地を目指すこと、
販売面では品質内容と数量の確保をした上で販
売戦略が重要であり、需要に応じた計画出荷と
精度の高い情報発信などの要望が出されました。
今後、こうした意見・総括を踏まえ、27年産の
スムーズな販売につなげることにしています。

▲�（写真左から）二宮副会長、武内副会長、松浦会長、能田副会長
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●第41回椎茸品評会表彰式・椎茸同志会第43回総会

成髙王洋さんが７年連続最優秀賞受賞！
　愛媛県椎茸同志会主催の第41回乾椎茸品評会
表彰式が、５月21日大洲市のＪＡ愛媛たいき本所
で開かれ、成髙王洋さん（ＪＡ愛媛たいき）が７
年連続で最優秀賞（全農会長賞）を受賞しました。
　今回は、１月から３月に収穫された春子の中
から35点が出品され、同志会役員・きのこセン
ター・ＪＡ全農えひめの審査員４人が規格の統
一状況や色・光沢、形状、乾燥具合などを審査
し、入賞13点を決めました。
　今年の春子は、春と秋の発生適温期が極端に
短かいなど天候不順の影響に加え、風評による
価格低迷で有効ほだ木が減少したため、作況は
四国で前年比70％、全国は同68％と大きく減少。
１月から２月は平年を下回る低温で凍結や成長
停止状態が続いた後、３月下旬の急激な気温上
昇と暖雨に伴い一斉発生となりました。出品物
は、前半が小葉の日和子で重たく、後半は中葉
から大葉系が増え雨子の並品で軽いものが多く
なりました。
　７年連続最優秀賞の成髙さんは、「今年は特
に品質の良いものができにくい条件だったの
で、連続受賞した自分をほめてやりたいほど。
全国大会では４年連続農林水産大臣賞を狙いた
い」と意気込んでいました。
　同志会の第43回総会も開かれ、平成27年度の
事業計画と成髙王洋会長（ＪＡ愛媛たいき・再
任）ほか役員全員の再任を決め、「ＪＡグルー
プ自己改革及びTPP交渉に関する特別決議」を
全会一致で採択しました。
　ＪＡ全農えひめ扱いの愛媛産乾椎茸の26年産
の平均キログラム単価は、前年比103％の3,081
円。東日本大震災以降、風評による消費の減少
と流通在庫過多により過去にない価格低迷とな
りましたが、昨年末から売り場も徐々に広が
り、消費も特売を中心に動きが出ており、下位
等級を中心に引き合いが強く単価は底上げしま

した。今年に入り、持越在庫の減少と秋子・春
子の不作により出回り量が少ない中、引き合い
も強く価格は回復基調となっています。
　成髙会長は「長いトンネルだったが、やっと
明るい兆しが出てきた。前年産価格の800円か
ら1,000円高が期待できる。計画的な植菌増と
反収アップとともに、消費者に愛媛の原木椎茸
をアピールし消費拡大につなげよう」と呼びか
けました。
　品評会の主な入賞者は次の皆さん（敬称略・
カッコ内はＪＡ名）。
▽優秀賞＝河内逡一（愛媛たいき）、大塚幸男（ひ
がしうわ）、▽１等賞＝久保勝利（愛媛たいき）、
和気重臣（同）、高橋茂行（ひがしうわ）▽２
等賞＝中村重清（同）、大和田孝（同）、矢野欣
一（愛媛たいき）▽３等賞＝岡中勝彦（ひがし
うわ）、姫地利光（愛媛たいき）▽努力賞＝松
本和夫（同）、水野道春（ひがしうわ）

▲�

７
年
連
続
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
成
髙
王
洋
さ
ん

●毎月29日は「肉の日」

リジェール松山屋上ビアガーデンで「肉の日」PRイベントを開催！
　ＪＡ全農えひめ畜産部は、愛媛県産ブランド
肉の美味しさをPRしようと、今年から毎月29
日の「肉の日」にあわせ、リジェール松山屋上
ビアガーデン会場で、ＪＡ全農えひめ職員と畜
産SP（セールスプロモーション）レディらが
その場で調理した牛・豚肉料理を無料で振る舞
うイベントを始めました。
　初回の５月29日は、ビアガーデン会場内に特
設コーナーを設置し、職員らがPR・呼びかけ
を行いながら、「ふれ愛・媛ポーク」串焼き約
400食分を提供しました。来場者からは、「美味
しい」「ジューシー」「香りもいい」と好評で、
多くのリピートがありました。
　このイベントは９月まで実施。８月29日＝「焼
肉の日」は、昨年に続き来場者に伊予牛「絹の
味」と「ふれ愛・媛ポーク」の焼き肉を無料で
振る舞う予定です。
　同屋上ビアガーデンは、今シーズン５月８日
から10月10日まで、定休日（日曜・祝日）と盆
休み（８月15日）以外は営業中。旬の食材を使っ

た40品食べ放題・飲み放題の「バイキングコー
ス」3,100円（前売り2,900円）と、同コースに
伊予牛「絹の味」「ふれ愛・媛ポーク」の焼肉
１セットがついた「焼肉コース」3,800円（前
売り3,600円）があり、人気です。予約・問い
合わせは、089-948-5631まで。空席情報は、「リ
ジェール松山」でネット検索できます。
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●ＪＡ愛媛養豚経営者協議会第36回総会

生産性・肉質向上等を通じて農家経営安定めざす
　ＪＡ愛媛養豚経営者協議会は、６月３日、松
山市のＪＡ愛媛で第36回総会を開き、PED（豚
流行性下痢）など防疫管理の徹底と生産性・肉
質向上による農家経営安定などを柱とした平成
27年度事業計画を決め、「TPP交渉に関する特
別決議」を採択しました。
　竹内日出男会長は、「TPPは我々にとって死
活問題であり、安全・安心面でもアメリカ基準
を押し付けられる恐れがある。関係団体と一体
となり強く訴えていきたい」とあいさつしまし
た。
　27年度は、全農クリニック事業を活用した個
別衛生対策の実施、「系統養豚生産性向上プロ
ジェクト班」による生産性・肉質向上対策の調
査研究を通じて競争力強化と農家経営の安定、
「ふれ愛・媛ポーク」の信頼確保・差別化を図
るため農場HACCP等への取り組み、消費宣伝

活動・生産情報の発信などに取り組みます。
　総会に先立ち、優秀会員としてＪＡ西日本く
みあい飼料㈱伊予スワインガーデン（大洲市）
を表彰しました。

●えひめの食販売推進統括本部

「愛のくにえひめ営業本部」と連携し販売拡大を
　ＪＡ全農えひめは、「トータルアグリード事業」
を軸に、「えひめの食」商品の販路開拓を推進
するため、部門間連携・横断による推進体制と
して、「えひめの食販売推進統括本部」（営業統
括監＝関岡光昭副本部長）を設置し、愛媛県「愛
のくにえひめ営業本部」（加藤龍彦営業本部長）
との連携強化により、えひめブランドのイメー
ジアップや販売促進等に取り組んでいます。
　５月26日、両本部のメンバー36人が集まり、
連携強化にむけて事業連携会議を開催し、両本
部が愛媛産農畜産物の販売拡大と農家の経営安
定という共通の目的に向けて、全体会議や事業
別検討会を開催する中で、目標額等を設定し進
捗状況の確認や具体策の検討・調整を進めてい

くことを確認。今後のスケジュール・内容を確
認したほか、事業別の現状と今後の連携につい
て意見交換しました。

●平成27年度第１回愛媛県TAC管理者会議

TAC活動の充実に向け10ＪＡのTAC管理者が出席
　ＪＡ全農えひめ営農振興課は、TAC活動の
充実・ステップアップに向けて、５月27日、松
山市のＪＡ愛媛別館で「平成27年度第１回愛媛
県TAC管理者会議」を開きました。
　TACは、地域農業の担い手に出向くＪＡ担
当者の愛称。「とことん会ってコミュニケーショ
ン」を合言葉に、県内では10ＪＡで80人以上が
活動中です。
　研修会には10ＪＡの管理者など25人が参加。
ＪＡ全農本所とＪＡ全農えひめから情勢報告の
ほか、「TACの手引き」を通じてTAC活動のあ
るべき姿に向け、活動の目的や手順の明確化、
管理者のポイント、TACシステム等を活用し
た「見える化」、活動コンセプトづくりなどを
確認。また各ＪＡの活動体制や活動状況、今年

度の取り組みのポイントなどの確認、「地域営
農・担い手支援対策要領」の説明などを行い、
情報共有と意見交換を行いました。

▲�あいさつする竹内会長
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●「いよっこら」運営協力会総会

“いよっこらファン”拡大を
　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会は５月12日、
ウェルピア伊予で平成27年度の総会を開き、27
年度事業計画を決めました。
　来店客数は昨年末あたり回復傾向にある中
で、27年度は「消費者が直売所に求めるものは
何か」をお客様目線でとらえ、出荷会員と店舗
が一体となりそのニーズに応え、地域での存在
感を強めていくことを確認しました。
　27年度はオープン10周年を迎えることから、
「10周年感謝祭」をメインに様々なイベントや
食農教育を実施するとともに、ミニラジオ番組
やホームページを通じて、情報や魅力の発信、

お客様との交流をさらに深めていくことを確認
しました。

▲�「店に賑わいを」と呼びかける藤井会長

●�第17回ＪＡグリーンえひめ
「フレッシュ市部会」総会

消費者に支持される
売り場づくりめざす

●「いよっこら」10周年感謝祭

ラジオ公開生放送など様々
なイベントで魅力発信

　ＪＡグリーンえひめ「フレッシュ市部会」は、
５月11日、東温市中央公民館で第17回総会を
開き、藤井由紀枝会長（再任）ほか新役員体
制と平成27年度の事業活動計画を決めました。
　27年度方針は、「魅力ある商品づくり」「豊
富な品揃え」で消費者に支持される売り場づ
くり、“安全・安心”以上に自らが自信を持っ
て販売できるものづくりとイベントや交流を
通じた情報発信、食農教育など地域への貢献
を掲げ、会員が一体となり取り組むことを確
認しました。
　生産者POPの掲示等により生産現場をイ
メージできる売り場づくり、会員参加による、
「フレッシュ市祭り」「れんげ祭り」「収穫祭」
等の交流イベントに積極的に取り組み、ファ
ンづくりや地域との交流を進め、地域に根ざ
した消費者のための直売所をめざします。
　ＪＡおちいまばり直販開発室の西坂文秀さ
んが、「直売所による地域農業振興の拠点づ
くりをめざして」と題して講演があり、藤井
会長は「さいさいきて屋くらいに賑わいのあ
る店をめざそう」と呼びかけました。

　ファーマーズマーケット「いよっこら」が、
５月17日、開店10周年記念食育イベントとし
て、「第１回いよっこら父の日お弁当コンテス
ト」を開催し、コンテストの様子が同店特設
会場から南海放送ラジオで生放送されました。
　コンテストは、小学生とお母さんが地元食
材を使って作った700円程度のお弁当とお父
さんへのありがとうメッセージを募集。伊予
市などから13点の応募があり、料理研究家の
近藤一樹さんやスポーツ栄養士の大田美香さ
んらが審査し、伊予市在住の福岡美和さん・
ゆらさん親子の「お父さんの顔」が優勝作品
に選ばれ、副賞の伊予牛「絹の味」１万円相
当が贈られました。
　また、５月23日と24日は、「10周年記念感
謝祭」を開催し、牛モモの丸焼きや豚肉３頭
分半額販売、1,456円以上お買い上げの方先
着各300人に豪華景品が当たるガラポンくじ
など多彩な催しを実施し、賑わいました。

▲ �優勝した福岡美
和さん（左）・ゆ
らさん親子
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●㈱えひめ飲料

POMブランドのポスターに石川佳純選手を起用！
商品PRとブランドイメージアップめざす

●全農杯全日本卓球選手権愛媛県予選

少年少女が全国大会めざして熱戦！

　㈱えひめ飲料は、今年度から全農所属の石川
佳純選手が登場するポスターを作成し、「ポン
ジュース」などPOMブランド商品のPR・イメー
ジアップに活用しています。
　㈱えひめ飲料の主力商品「ポンジュース」は、
愛媛といえば「ミカン」、「ポンジュース」と言
われるほど、「こだわりは、まじめです。」の
キャッチコピーとともにお馴染みです。
　「ポンジュース」のポスターは、POMのロゴ
入りユニフォームを着た石川佳純選手ととも
に、「夢に向かって１ポン１ポン」のキャッチ
コピーで、石川選手が商品を手に笑顔を見せる
バージョンと、ラケットを力強く振るバージョ
ンの２種類あります。
　「夢に向かって１ポン１ポン」のフレーズは、
日々１本１本を大切に世界に向けて挑戦してい
る石川選手と、お客様に喜んでいただけるよう
美味しい商品をまじめに１本１本提供してきた
㈱えひめ飲料と「POMブランド」のイメージ
をより身近に感じてもらえる仕上がりで、関係
者の間でも好評です。
　６月からは「POM塩と夏みかん」のポスター
に、石川選手が笑顔で登場しています。
　㈱えひめ飲料ホームページでは、世界のスー
パーショットが見れる石川選手のすごわざ動画
『１ポン勝負！』も公開中です。お見逃しなく。
　ポスターと動画の撮影は、１月に愛媛で開催
された「石川佳純卓球教室」にあわせておこな
われました。普段からポンジュースが好きで飲
んでいるという石川選手は、「“飲む”撮影は初

めてだったので新鮮でしたし、難しかったです。
撮影の合間に他の商品もいろいろ飲ませていた
だきましたが、どれも美味しかったので、これ
からもいろんな商品を飲んでみたい」と素敵な
笑顔を見せていました。

　全農杯全日本卓球選手権大会（ホーブス・カ
ブ・バンビの部）愛媛県予選会が、５月16日松
山市北条スポーツセンターで開かれ、少年少
女60人が７月に開催される全国大会出場をめざ
し、熱戦を繰り広げました。
　同大会は、県卓球協会が主催する小学生対象
の大会では最大規模を誇ります。男女別に小学
６年生以下のホーブスの部、４年生以下のカブ
の部、２年生以下のバンビの部の３クラスに分
かれ、日頃の練習成果を競いました。
　女子カブの部で優勝した篠原夢空さん（松山
卓球教室）は、昨年のバンビの部に続き３年連
続の優勝。「全国大会が楽しみです。４年生に
交じって、昨年のバンビの部ベスト16以上の成
績をおさめられるよう頑張りたい」と副賞を手
に笑顔をみせていました。
　ＪＡ全農えひめは、参加賞のほか、男女各ク
ラス３位以上の選手に副賞として「えひめみか
んいよかんジュース」やひめライス「愛媛県産
にこまる」を贈りました。
　卓球女子日本代表の石川佳純選手が所属する

ＪＡ全農は、少年少女たちの夢の応援と健康な
身体が育まれるようにという願いを込めて平成
25年から同大会に協賛しています。最高峰の選
手・大会の応援とともに、同大会や「石川佳純
卓球教室」の特別協賛を通じて次世代の育成に
取り組み、世代を超えて日本卓球界の発展を支
援しています。

▲�

カ
ブ
女
子
の
部
優
勝
の
篠
原
さ
ん
（
写
真

中
央
）、
と
２
位
の
山
藤
結
夢
さ
ん
（
右
・

松
山
卓
球
教
室
）、
３
位
の
堀
本
結
愛
さ
ん

（
伊
予
卓
研
）
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15

媛
県
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み
か
ん
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、
多
様
な
柑
橘
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へ
と
切
り
替
え
が
進
む
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、
平

成
26
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産
の
結
果
樹
面
積
、
収
穫
量
は
、

と
も
に
全
国
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
県
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代
表
す
る
果
樹
で
あ
る

み
か
ん
の
生
産
推
移
を
み
て
い
き
ま
す
。

　　　　

愛
媛
県
の
26
年
産
み
か
ん
の
結
果
樹
面

積
は
６
、１
５
０
ha
で
、
前
年
産
に
比
べ

て
１
４
０
ha
（
２
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
転
換
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加
え
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
う
廃
園
や

規
模
縮
小
等
が
あ
っ
た
た
め
で
す
（
図

１
）。

　

ま
た
、
品
種
区
分
別
に
み
る
と
、
早

０
０
ｔ
で
、
前
回
の
裏
年
で
あ
る
24
年

産
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
、４
０
０
ｔ

（
１
％
）、
１
、１
０
０
ｔ
（
１
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
着
果
数
が
確
保
さ

れ
、肥
大
も
比
較
的
良
好
だ
っ
た
も
の
の
、

12
月
の
強
風
や
降
雪
で
傷
果
や
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皮
障
害

が
発
生
し
た
こ
と
や
結
果
樹
面
積
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
（
図
１
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全
国
の
収
穫
量
は
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万
４
、７
０
０
ｔ

で
、
第
１
位
が
和
歌
山
県
17
万
３
、７
０ 

０
ｔ
（
全
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シ
ェ
ア
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％
）、
次
い
で
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年
連
続
第
２
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の
愛
媛
県
（
同
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％
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静
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県
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万
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、９
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同
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％
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で
、
上
位
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で
全
国
の
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割
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め
て
い
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す
（
図
３
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愛
媛
県
で
は
、
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か
ん
の
結
果
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す
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一
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成
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入
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、
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地
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力
品
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て
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い
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す
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し
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と
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生
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や
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て
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「
柑
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国
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媛
」
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し
て
、
果
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せ
、
生
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図
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築
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化
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は
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省

力
・
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ス
ト
経
営
を
目
指
し
た
生
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盤
の
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現
が
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要
で
す
。
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タ
ー
農
政
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ル
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プ

生
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０
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（
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％
）、
普

通
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州
が
２
、４
８
０
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（
40
％
）
で
、

早
生
温
州
の
う
ち
極
早
生
み
か
ん
が
１
、

１
７
０
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（
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％
）
を
占
め
て
お
り
、
ハ

ウ
ス
み
か
ん
は
燃
料
高
騰
等
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

　　　　

愛
媛
県
の
26
年
産
み
か
ん
の
収
穫
量
は

12
万
８
、５
０
０
ｔ
、
出
荷
量
は
11
万
７
、３ 

結果樹面積、収穫量ともに全国第２位！
－ 平成26年産みかんの結果樹面積、収穫量及び出荷量から －

結
果
樹
面
積
は
年
々
減
少
、

６
割
が
早
生
温
州

収
穫
量
は
前
回
の
裏
年
と

比
べ
て
や
や
減
少

愛図１　みかんの結果樹面積及び収穫量の推移（主産県）
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
月
号
の
答
え
は
「
あ
さ
ラ
テ
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

楠　
　

裕
子
さ
ん
（
松
山
市
）	

井
上　

喜
美
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

河
原　

亨
彰
さ
ん
（
松
山
市
）	

石
村
て
る
み
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

前
田　

英
登
さ
ん
（
鬼
北
町
）	

中
矢　

春
子
さ
ん
（
松
山
市
）

阿
部　

喬
子
さ
ん
（
今
治
市
）	

古
谷　

紗
弓
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

和
気
菜
穂
子
さ
ん
（
西
予
市
）	

宝
利　

礼
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
８
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
９
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 道

後
温
泉
の
旅
館
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
㈱
農
協
観

光
愛
媛
支
店
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、「
道
後
温
泉
で
伊

予
牛「
絹
の
味
」食
す
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
回
で
何
回
目
で
し
ょ
う
か
？ 

「
○
回
目
」

出
荷
に
つ
い
て
」
特
集
し
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
青
野　

剛
大
さ
ん
）

●
春
の
味
覚
タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
。
早
速
作
っ
て
み
ま
し
た
。

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
け
の

こ
は
高
血
圧
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
い
い
保

存
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

企
業
は
50
歳
、60
歳
以
上
の
採
用
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
折
、
松
山
の
人
材
派
遣
と
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り

が
マ
ッ
チ
ン
グ
で
繁
忙
期
の
人
手
確
保
を
す
る
と
聞
き

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
60

歳
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
年
齢
で
す
。
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
Ｊ
Ａ
に
感
謝
し
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

節
男
さ
ん
）

●
南
海
放
送
で
ス
タ
ー
ト
し
た
え
ひ
め
の
食
の
番
組
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
、ど
ん
な
内
容
で
紹
介
さ
れ
る
の
か
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
録
画
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
門
屋　

利
昭
さ
ん
）

●
毎
日
、
仕
事
帰
り
に
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と
、
黄
金

に
色
づ
い
た
麦
を
見
ま
す
。
今
日
は
刈
取
り
し
て
い
る

か
な
？
と
毎
日
思
い
ま
す
、
麦
は
刈
取
り
前
も
い
い
け

ど
緑
色
の
麦
も
爽
や
か
で
い
い
で
す
ね
。

　

先
日
、
ポ
ン
つ
ぶ
つ
ぶ
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
娘
と
飲
ん

で
い
る
と
、
と
て
も
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、「
ま
た
買
っ

て
お
い
て
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
粒
入
り
は

お
い
し
い
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
後
藤　

亜
紀
さ
ん
）

●
馬
鈴
薯
を
使
っ
た
料
理
、
田
植
え
が
始
ま
る
前
に
収
穫

し
て
掘
り
た
て
を
い
た
だ
く
と
、
な
ん
と
も
新
鮮
な
香

り
と
ほ
く
ほ
く
感
が
良
い
旬
の
食
材
で
す
ね
。

　

昔
な
が
ら
の
肉
じ
ゃ
が
、子
ど
も
に
大
好
評
の
ポ
テ
ト
、

老
若
男
女
問
わ
ず
好
か
れ
る
食
材
で
す
ね
。
大
好
き
で

す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
何
歳
に
な
っ
て
も
い

ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
人
は
尊
敬
し
ま
す
。

　

過
疎
地
で
頑
張
っ
て
農
業
を
続
け
て
い
る
人
を
取
材
し

て
ほ
し
い
で
す
。

	
	

（
宇
和
島
市
・
越
智　

康
太
さ
ん
）

●
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介
を
読
ん
で
。
愛

媛
＝
み
か
ん
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
イ
ベ
ン
ト
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ

の
前
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
み
か
ん
の
生
産
量
は
こ

こ
10
年
間
和
歌
山
県
に
ま
け
て
い
る
と
い
う
現
況
を
愛

媛
の
知
事
と
和
歌
山
の
知
事
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
愛
媛
県
人
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
越
智　

信
恭
さ
ん
）

●
農
の
風
景
で
紹
介
さ
れ
た
湯
山
地
区
の
筍
。
高
齢
化
等

で
減
少
傾
向
と
の
こ
と
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活

動
を
さ
ら
に
強
め
て
い
つ
ま
で
も
産
地
が
続
い
て
ほ
し

い
で
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
各
県
の
知
事
さ
ん
方
が
出
演
し
て
県
の

特
産
品
の
宣
伝
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
愛
媛
県
は
温
州

ミ
カ
ン
こ
そ
全
国
２
位
で
す
が
、
柑
橘
全
体
で
は
ダ
ン

ト
ツ
の
１
位
で
す
。
い
っ
そ
う
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

消
費
拡
大
（
高
値
販
売
）
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

	
	

（
西
予
市
・
井
上　

次
恵
さ
ん
）

●
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
記
事
を
読
ん
で
、
は
ず
か
し
な

が
ら
、
愛
媛
県
民
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
度
も
道
後
温

泉
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
他
県

の
方
は
た
く
さ
ん
来
館
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
の
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
Ｐ
Ｒ
は
効
果
バ
ツ

グ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
愛
媛
の
み
か
ん
の
Ｐ
Ｒ
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
八
木　

健
一
さ
ん
）

●
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
記
事
を
読
ん
で
、
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
が
平
成
21
年
５
月
に
日
本
記
念
日
協
会
に
登

録
し
た
記
念
日
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

	
	

（
東
温
市
・
田
井
能　

雅
昭
さ
ん
）

●
４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
、

愛
媛
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
、
今
か
ら
10
年
は
愛
媛
が
注

目
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

麦
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
８
月
か
ら
14	

ha

の
米
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
作
業
で
一
番
大
変

な
の
は
籾
す
り
作
業
の
紙
袋
の
口
を
結
ぶ
作
業
で
す
。

我
が
家
で
は
労
力
軽
減
に
向
け
て
、
フ
レ
コ
ン
出
荷
を

検
討
中
で
す
。「
米
作
農
家
の
労
力
軽
減
と
フ
レ
コ
ン

★「農の風景」コーナーで新シ
リーズ「愛媛の酒蔵めぐり」
をスタートしました。
　愛媛県酒造協同組合のホーム
ページでは、「東予は淡麗で
すっきり、中予は淡麗でうま
みのある、南予はどっしりとし
た味わいのあるお酒。総じて
愛媛の酒は瀬戸内の白身魚を
中心とした淡白な食文化に合
うよう、少し甘みがあり、旨
みを感じるお酒」とあります。
　新シリーズで紹介する蔵元の
こだわりや思いなどを通し
て、美味しい地酒を楽しんで
いただきたい、そして愛媛米
の消費拡大につながればと思
います。	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約31kcal
インゲン	 80ｇ
塩	 少々
イカ	 50ｇ
パプリカ（赤＆黄）	 各1/4個
梅干し	 ２個
　だし	 50㏄
　醤油	 小さじ２
　砂糖	 小さじ２
鰹節	 20ｇ

〈作り方〉
①　インゲンは斜めに切り、塩茹でし、冷水にと
る。

②　ベーコンは１㎝幅に切る。豆腐は１㎝角に、
人参は短冊に切る。

③　鍋にⒶを入れて、②を入れ、具材に火が通れ
ば①を加えて、溶き卵を回し入れて、火を通す。

インゲンの卵とじ インゲンの梅おかか和えインゲンのかき揚げ

〈作り方〉
①　インゲンは斜めに切る。カボチャは千切りに
する。

②　ゴボウは笹がきにして水にさらし、水気をよ
く切る。

③　ボウルで水と卵黄を混ぜ、小麦粉を加えて菜
箸でさっくり混ぜ、〈衣〉を作る。

④　別のボウルに①、②を入れて合わせ、小麦粉
をまぶし、③を入れて混ぜ合わす。

⑤　揚げ油を160℃に熱して、適当な大きさにま
とめた④を入れ、揚げる。

⑥　⑤を皿に盛り、混ぜ合わせたⒶを添える。

※レモンをかけても良い。

〈作り方〉
①　インゲンは斜めに切り、塩茹でし、冷水にとる。
②　イカとパプリカは細切りにして、それぞれサッ
と茹でて、冷水にとる。

③　梅干しは種を取り出し、包丁で叩いてボウル
に入れ、Ⓐを加えて混ぜ合わす。

④　別のボウルに水気をよく切った①、②を混ぜ
合わせ、③を入れて混ぜ、最後に鰹節を合わせ
る。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約251kcal
インゲン	 80ｇ
塩	 少々
ベーコン（スライス）	 60ｇ
木綿豆腐	 １丁
人参	 1/4本
卵	 ４個
　だし	 300㏄
　みりん	 40㏄
　砂糖	 大さじ２
　醤油	 40㏄

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約265kcal
インゲン	 50ｇ
カボチャ	 1/8玉
ゴボウ	 1/2本
小麦粉	 適量
揚げ油	 適量
〈衣〉
　水	 150㏄
　卵黄	 １個分
　小麦粉	 １カップ
　赤シソふりかけ（ゆかり等）	 小さじ1/2
　塩	 小さじ２

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
）
イ
ン
ゲ
ン
の
か
き
揚
げ
、（
右
）
イ
ン
ゲ
ン
の
梅
お
か
か
和
え
、（
中

後
）
イ
ン
ゲ
ン
の
卵
と
じ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

茹で時間は２～３分。一気に冷やし、
素早く引きあげ、色と旨みをキープ

今月の素材

インゲン

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


	表1
	表2
	01
	02-05
	06-07
	08-09
	10-13
	14
	15
	16
	表3
	表4

